
「

| 山田ＢＢＳ会規約

（名　　称）

第１ 条　 本会 は山田 Ｂ Ｂ Ｓ会と 称し 、事 務局 を 龍昌寺 内（ 山田 町後 楽 町

４一５） に置く 。

（目　　的 ）

第 ２条　 本会 は友 愛と 奉 仕の精 神に 基づ き 、対 象少 年と の友 達活 動を 通じ

て そ の更生を 図 ると とも に 、犯 罪や非 行 のない 地 域 社会の 建設 に 寄与 す

るこ と を目 的と する 。

（事　 業 ）

第 ３条　 本会 は 前条の目 的 達成 の ため 次 の 事業を 行う 。

１　 保 護司 の行う 保 護 観察へ の 協力

２　 会 員 相互の 研修 と 親睦

３　 非行防 止 活動

４　 地 域社 会へ の社 会 参加 活動

５　 その 他、本 会の目 的達成 の ため必 要と 認め た 事項

（会　 挺）

第 ４条　 本会 は 次の会 員をも っ て 構成す る。

１　 前条に示 す本会 事業 に 奉仕 する青 年で 、そ の趣旨 に賛同 するも の と

し 、会長 の承 認を 得 た者。

２　 会 員 及び 地 域の中 から 協力 会員を 設け るこ と ができ る 。

（組　 織）

第 ５条　 本 会は 第３ 条に 定める 事業 を行う ため に 、実情に 応じ 、部局を 適

宜設け るこ とが でき る 。

（ 役　 員 ）

第 ６ 条　 本 会 に 次 の 役 員 を 置 く 。

１

２

３

－

４

－

５

会 長（ １ 名 ） 会 長 は 会 を 代 表 し て 事 業 を 総 括 し 、会 議 の 際 は 議 長 と

な る 。

副会 長（ ４ 名）副会 長は 会 長を補 佐し 、会 長の 事故あ る 時は その 職

務 を 代 行 す る 。

監 事 （ ２ 名 ） 監 事 は 会 計 の 監 査 を 行 う 。
- ● 一 一 一 一

事 務 局 長 （ １ 名 ） 事 務 局 長 は 庶 務 ・ 記 録 を 掌 理 す る 。

会 計 （ １ 名 ） 会 計 は 会 計 を 掌 理 す る 。
一 一



６ 事 務 局 員 （ ４ 名 ） 事 務 局 員 は 事 務 を 掌 理 す る 。

（役　員）

第６条　本会に次の役員を 置く。

１　会長（ １名）会長は会を代表して事業を 総括し、会議の際は 議長と

なる。

２　 副会長（２名）副会長は会長を補佐し、会長の事故ある時はその職

務を 代行する 。

３　事務局長（１名）事務局長は庶務・紀録を掌理する。

４　会計（１名 ）会計は会計を掌理する。

５　監事（ 協力会員より １名）監事は会叶の監査を 行う。

（ 役 員 ≒;
一

第 フ 条

１

－

２

選 出 ）
-
ｙ役 員 の 選 出 は 次 の 各 号 に よ る 。

匹

事 務局

副 会 長 、 監 事 は 総 会 に お い て 、

及び 会 計 、事務局 員は会 員 の中 より 会長 が任 命す る。

（役員の 選出 ）

第７条　役員の選出は次の各号による。

１　会長、副会長は総会において選任する 。

２　事務局長及び会計は会員の中より会長が任命する。

３　 監事は協力 会員の輪番とする。

（役員の 任期 ）

第８ 条　 役員の 任 期は １年と する 。但し 、再 任は 妨げ ない 。

２　 役 員は その 任期 が 満了し た場合 におい ても 、後任者を 選 任 する まで

は引 き続き その 職 務を 行う 。

３　 役 員の 欠け たる 時は 、補充 する こと が できる 。 但し 、この場 合は 、

前任 者の 残任 期間と する 。

（役員 会）

第９ 条　 役員 会は 次の 各 号による 。

１　 役 員 は役員 会を 組織し 、重 要な 事 項を 協 議する 。

２　 役 員会 は会 長が 必 要に応じ て召 集し 、 会長 が 議長と なる。

（部　 会 ）

第 １０ 条　 本 会 に 次 の 部 会 を 潭 く

１

－

２

企 画 総務部 会

地域 振興 部会

- ヽ

-



「

３ 青 少 年 健 全 育 成 部 会

（部　会）

第 １０条　削除

（総　 会 ）

第 １１条ヨ 第 １０条　 本 会は円 滑な る 運営を 図る ため 、 総会を 行う 。

２

３

４

５

通常 総会 は、毎年 １回 会長 が 召集し 、毎 年度 の 事業 計画 及び 収支予

算・同 決算、その 他重 要な 事項を 決 議 する。尚、必要に 応じ 臨時 総会

を 召 集で きる 。

総会 は会員 の２ 分 の１以 上の 出席 がな け れば 、開会 するこ とが でき

ない 。 但し 、委任 状の 提 出があっ た 場 合に は出 席と みな す。

総会の 議 決は 、出席 者の 過半 数の 賛成を もっ て 決し 、可 否同 数の 時

は 議長が 決 する。

総会の 召 集、通常 総会 は４月 １ 日 に在 籍し 、か つ 、開 催日 に在 籍し

てい る 会員とし 、臨 時総会 は 総会開 催口 に 在 籍し てい る 会員と する。

（顧問 及び 参与 ）

第 １２条４ 第 １１ 条　 本会 に 顧問 及び 参与を 置くこ と がで きる 。

２

３

４

顧問 及び参与 は、 役員 会の 推薦 により 会 辰が 委嘱 する 。

顧問 は会長 の 諮問 に応し て 意見を 述べ るこ と ができ る 。

参与 は役員 会の 諮 問に応じ て本会 の重 要 な事 務に 参画 するこ とが

でき る。

( 会 費 及
-
第 １３条

酉 ）
一
唄 の 会ｎ は

４０ 歳

３０ 歳

２

－

３

２０ 歳 ～

～１９ 歳

４

９ 歳
-

９ 歳

協力会員は年3,｀Q

会ａ の納期は６月

５，０００ 円

３，０００ 円

≒000 円

５００ 円

００ 円 と す る 。

日 と し 、部 会 ご と に 徴 収 し て か ら 一 括 払 い 込 む

も のと する。　　　　　ゝ

本 会の 経 跨は 、会 繭及 助 成 金 、 寄 付 金 、そ の 他 の 収 入 を も っ て 充

て る 。

（会費 及び 経 費 ）

第 １２条　 会 員の 会 費は無 料と する 。

２　 協力 会 員の 会費 は年 １０,０００円 と する 。



３

４

協力会 員の 会同の 納期は６ 月末日 と する 。

本 会の 経費 は、協力 会員 の 会費 及び助 成 金、寄付 金 、その 他の 収 入

を もっ て充 てる 。

（ 会 計 年 度 ）

第 １４ 条 ヨ 第
-一一一一

１３ 条　 本 会 の 会 計 年 度 は 毎 年 ４ 月 １ 日 に 始 ま り 、 翌 年 ３ 月

３ １ 日 に 終 わ る 。

（ 規約の改 正 ）

第 １５条-４第 １４ 条　 こ の 規約は 総会 におい て 出席 会員 の２ 分の １以上 の

同 意 を 得 て 改 正 す る こ と が で き る 。

（附 則 ）

１

２

３

４

規 約の 決定

この 規約 は 、

この 規約 は 、

こ の 規約 は、

平 成 １６年 ４月 ２５日

平 成 １６年 ４月 ２５日 から 施行 する 。

平 成 １フ年 ５月 ２２日 から 施行 する。

平 成 ２９ 年 ６月 ○○日 から 施 行する 。

◆協力会員（設立当初の発起人） 清水 誠勝（龍昌寺）

川石　睦 （川石水産）

斉藤 秀喜（斎藤外装）

横田　裕 （横田型枠）

佐藤 秀樹（社会福祉法人三心会）

以上５名

へ ー

＝ J
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